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内容の要旨および審査の結果の要旨

光力学的治療効果の向上を目指すために，より効率の良い光感受性物質の研究開発が必要であり，その

ために各種光感受性物質の分光学的検索を行なった。現在臨床応用中のPhotofrinⅡを基準として，我

が国で合成開発されたヘマトポルフィリンのオリゴマー（ＨｐＯ；平均分子量：3000,5000,12000）と

Photofrinl，を蒸留水，界面活性剤（cetyltrimethylammoniumbromide；ＣTAB）水溶液お

よび３％人血清アルブミン水溶液に溶解し，吸収および蛍光スペクトルと蛍光寿命をそれぞれ測定した。

吸収スペクトルの変化から，ＨｐＯはPhotofrinⅡに比較して会合体を形成し易いと考えられた。これら

光感受性物質の各種濃度溶媒中における蛍光減衰曲線の変化から，２種の蛍光寿命成分の存在が推定され

た。特にＱ１ｍＭＣＴＡＢミセル溶液では，短い方の蛍光寿命成分（平均0.21ns）の比率が80％以上である

ことから，この溶液系では光感受性物質は80％以上が会合状態をとっているものと考えられた。また，３

％人血清アルブミン水溶液中では，短い方の寿命成分（平均0.14ns）比率が70％以上であったことから，

腫瘍組織内でも光感受性物質分子は会合状態で取り込まれる可能性が推定された。以上より，Photofrin

Ⅱより分子量の大きいＨｐＯは，より多く会合状態を形成し，高い腫瘍組織集積性を示すことが推定され

た。さらに，会合状態の光感受性物質から，より大きな光増感効果を示すとの従来の報告に基づくと，Ｈ

ｐＯはPhotofrinⅡよりもより有効な光感受性物質と考えられた。

本論文では，蛍光特性を中心とした光感受性物質の分光学的検索から，より有効な光感受性物質の検索

を行なったもので，光力学的治療の今後の発展に資する貴重な論文と認められた。
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